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開発のバックグラウンド

日本ペイントマリンは、海洋環境・大気環境の負荷低減を目指し、船底防汚塗料の開発に専念してきました。

1990年、世界初の錫フリー加水分解型防汚塗料「エコロフレックス」を開発しました。エコロフレックスには今日

まで膨大な塗装実績があり、有機錫による海洋環境負荷の低減と海上輸送効率の改善に貢献しています。これ

までの経験とノウハウを生かし、2008年、ヒドロゲルによるウォータートラップ技術（特許技術）で世界初の

低燃費型防汚塗料「LF-Sea」を導入しました。2013年、さらにその進化型である超低燃費型防汚塗料

「A-LF-Sea」を導入し、船舶の排出炭酸ガス削減、燃費削減を通じて大気環境の負荷低減に貢献しています。

これらの防汚塗料はすべて、幾隻もの塗装実績、経験に裏付けられた性能を有し、低摩擦効果と船舶の燃費改善

から大気汚染と温室効果ガスの排出低減に貢献しています。その後、日本ペイントマリンは防汚技術の粋を尽く

し、完全に防汚剤フリーで世界初の自己研磨型防汚技術を確立するにいたりました。「アクアテラス」は、これまで

の技術をベースに次世代の防汚技術として開発され、大気・海洋環境の負荷軽減に貢献します。
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海水 海水海水

防汚メカニズム

● 一切の防汚物質や忌避物質を含まず、防汚性を発揮するためにどのような素材を用いるべきかを日本ペイントマリンは考え抜きました。
● この問題を解決するために、数多くの素材をテストしました。意外にもそのヒントは医療現場で人工血管等に使用される抗血栓性ポリマーのミクロドメイン構

造にありました。
● 抗血栓性ポリマーはその表面に親水・疎水ミクロドメイン構造を持ち、血栓の原因となるタンパク質の付着・停滞を抑制すると考えられています。

● 親水・疎水ミクロドメイン構造を防汚塗料の表面に作ることで、海洋生物の付着を防止することができます。
● さらに厳しい海洋環境を考慮し、加水分解反応による塗膜表面の更新作用を持たせることで、長期の防汚性を確保できます。

新規加水分解防汚技術“HydrophiXⓇ"テクノロジー

実証試験 塗装実績

親水疎水ミクロドメイン構造

フィールドテスト結果
アクアテラスの長期防汚性が確認された。

12ヶ月後の状態 24ヶ月後の状態

フェリー　14.8ノット　 貨物船　12ノット

12ヶ月後の状態

フェリー　14.8ノット　

ラマン分光分析により、アクアテラスの親水基と疎水基の濃度分布が確認された。

30カ月後の状態　/　バルクキャリヤー　14ノット

12カ月後の状態　/　練習船　11ノット

塗装直後　/　クルーズ船　15ノット

製 品 概 要

アクアテラス独自の親水・疎水ミクロドメイン構造と加水分解技術により

長期にわたる防汚効果と優れた低摩擦効果を発揮します。防汚剤フリー

で海洋環境に配慮された設計になっています。アクアテラスの摩擦抵抗

減少効果と防汚効果は、独自の親水・疎水ミクロドメイン構造と加水分解

技術により、海洋生物が定着しにくい特性を有しています。従来の防汚塗

料と異なり、防汚剤を一切含まない海洋環境に配慮し設計がなされてい

ます。安定したポリシングにより、長期防汚効果と優れた低摩擦低燃費効

果を発揮します。

HydrophiXⓇテクノロジー
（特許出願中）

・優れた防汚性
・長期安定した塗膜消耗性
・平滑な表面と超低摩擦
・約10％+の燃費低減効果

・海洋環境への負荷軽減
・平滑な塗膜形成
・安全衛生、環境への配慮

・容易な塗装
・特殊な塗装機器や塗装作業を要求しない

防汚剤フリー

良好な作業性

特　徴 メリット

抗血栓性ポリマー 人工血管

親水 ドメイン

疎水 ドメイン

親水・疎水ミクロドメイン構造

アクアテラス塗膜

25701.7

25701.4

25701.2

25701

Z［μm］

Y［μm］

X［μm］

黄：親水基
緑：疎水基

25700.8
8354.16

8354
8353.8
8353.6
8353.4
8353.2 -3221.52

（ラマン分光分析による）
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摩擦抵抗低減効果
アクアテラスは船体と海水との界面で発生する摩擦抵抗（相当平板の摩擦抵抗）を約15%削減するよう設計され、結果、船舶に掛かる全抵抗の約10%削減を可能
にします。

(1)超低粗度効果
一般的な自己研磨型防汚塗料と比較し、アクアテラスは超平坦な塗膜を形成します。
アクアテラスは一般的に顔料として塗料に配合される亜酸化銅のような防汚剤を含ま
ないため、表面の粗度を著しく低減させます。

低摩擦メカニズム

(2)加水分解反応
アクアテラスの平滑な塗面は加水分解反応により継続更新、維持されます。

(1) 実船テスト - 神戸大：深江丸
● 神戸大学練習船　深江丸での実船テストでアクアテラスは設計通りの効果を発揮

(2) 実船テスト - 今治造船新造船
●  LF-Seaと比較し、約4%の馬力低減効果を発揮

低摩擦効果
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アクアテラス

試験期間

2010年2月-2011年1月

2011年2月-2012年1月
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2013年2月-2014年1月

2014年2月-2015年1月

出
力

船速 

常用出力 
約 4%減少  

LF-Sea 
アクアテラス 

アクアテラスシリーズは錫フリー防汚システムとして、IMO-AFS2001に準拠し、認定証書が発行されています。

また、防汚剤等の活性物質を含みません。
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アクアテラス8000

品　名

製 品 一 覧

認　定

当社低燃費型 A/Fとアクアテラスの塗膜表層鳥瞰図

低燃費型 A/F アクアテラス

防汚剤フリー

燃費低減効果 10%

簡単な施工
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● 神戸大学練習船　深江丸での実船テストでアクアテラスは設計通りの効果を発揮

(2) 実船テスト - 今治造船新造船
●  LF-Seaと比較し、約4%の馬力低減効果を発揮
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開発のバックグラウンド

日本ペイントマリンは、海洋環境・大気環境の負荷低減を目指し、船底防汚塗料の開発に専念してきました。

1990年、世界初の錫フリー加水分解型防汚塗料「エコロフレックス」を開発しました。エコロフレックスには今日

まで膨大な塗装実績があり、有機錫による海洋環境負荷の低減と海上輸送効率の改善に貢献しています。これ

までの経験とノウハウを生かし、2008年、ヒドロゲルによるウォータートラップ技術（特許技術）で世界初の

低燃費型防汚塗料「LF-Sea」を導入しました。2013年、さらにその進化型である超低燃費型防汚塗料

「A-LF-Sea」を導入し、船舶の排出炭酸ガス削減、燃費削減を通じて大気環境の負荷低減に貢献しています。

これらの防汚塗料はすべて、幾隻もの塗装実績、経験に裏付けられた性能を有し、低摩擦効果と船舶の燃費改善

から大気汚染と温室効果ガスの排出低減に貢献しています。その後、日本ペイントマリンは防汚技術の粋を尽く

し、完全に防汚剤フリーで世界初の自己研磨型防汚技術を確立するにいたりました。「アクアテラス」は、これまで

の技術をベースに次世代の防汚技術として開発され、大気・海洋環境の負荷軽減に貢献します。

開発系譜

防汚剤フリー自己研磨型
燃費低減　10%+

国土交通省のサポート
ClassNK、今治造船との共同研究

第一世代
（1990～） LF-Sea

低燃費型防汚塗料
燃費低減　4%+

第二世代
（2008～） A-LF-Sea

超低燃費型防汚塗料
燃費低減　10%+

第三世代
（2013～）

第四世代（2017～）

ECOLOFLEX
世界初
錫フリー加水分解型
防汚塗料

アクアテラスⓇには私たちが暮らす

青い水の惑星

「地球」に光を照らし、

環境保全に貢献する

日本ペイントホールディングスグループの

決意と願いが込められています。

アクアテラスⓇには私たちが暮らす

青い水の惑星

「地球」に光を照らし、

環境保全に貢献する

日本ペイントホールディングスグループの

決意と願いが込められています。

アクアテラスⓇ／AQUATERRASⓇ及びHydrophiXⓇは日本ペイントマリンの登録商標です。アクアテラスⓇ／ AQUATERRASⓇ及びHydrophiXⓇは日本ペイントマリンの登録商標です。

ア クアア クア

防汚剤フリー自己研磨型防汚塗料

NPMC-087-J1カタログ NO.
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